
哲
学
と
〈
建
学
の
精
神
〉

ド
イ
ツ
諸
大
学
の
例
か
ら
学
ぶ

柴
田
隆
行
ヒ
§
喜
ミ

は
じ
め
に

　
東
洋
大
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
「
建
学
の
精
神
」
と
い
う
ペ
ー
ジ
が
あ
る
。
一
八
八
七
年
の
私
立
哲
学
館
創
設
以
来
の
歴
史
が
ご

く
手
短
に
書
か
れ
て
い
る
が
、
肝
心
の
建
学
の
精
神
が
何
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
読
者
が
自
分
で
小
史
か
ら
読
み
取
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
試
み
に
手
が
か
り
を
求
め
る
な
ら
ば
、
「
真
理
は
哲
学
に
あ
り
」
「
哲
学
は
あ
ら
ゆ
る
事
物
の
原
理
を
定
め
る
学
問
」
で
あ

る
が
、
こ
こ
で
言
う
哲
学
は
「
万
物
の
原
理
を
探
り
、
そ
の
原
理
を
定
め
る
学
問
」
「
事
実
と
実
証
に
も
と
つ
く
哲
学
」
を
言
う
。

し
た
が
っ
て
、
哲
学
を
学
ぶ
こ
と
で
「
思
想
や
精
神
を
練
磨
す
る
」
と
と
も
に
、
「
他
に
応
用
す
る
能
力
」
が
身
に
つ
く
の
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
大
学
運
営
に
際
し
て
は
「
社
会
教
育
」
と
「
開
か
れ
た
大
学
」
を
日
指
す
、
と
。
要
す
る
に
、
事
実
と
実
証
に
基

づ
い
て
万
物
の
原
理
を
探
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
思
想
と
精
神
を
錬
磨
し
、
諸
般
の
物
事
に
応
用
し
う
る
能
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
、

こ
れ
が
私
立
哲
学
館
以
来
東
洋
大
学
が
1
1
指
す
哲
学
で
あ
り
、
こ
う
し
た
教
育
は
同
時
に
社
会
に
開
か
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
察
す
る
と
こ
ろ
、
東
洋
大
学
の
建
学
の
精
神
は
こ
の
よ
う
な
も
の
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
「
事
実
と
実
証
に
基
づ
く
哲
学
」
は
、
一
九
世
紀
後
半
の
哲
学
一
般
の
合
い
言
葉
で
あ
り
、
そ
の
時
代
に
西
洋
か
ら
哲
学
を
移
入

し
た
日
本
の
哲
学
教
育
の
前
提
で
も
あ
っ
た
。
哲
学
は
も
と
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ア
す
な
わ
ち
知
恵
を
愛
す
る
こ
と
で
あ
り
、
き
わ
め
て
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広
義
な
も
の
で
あ
っ
た
し
、
そ
れ
は
ま
た
、
教
義
（
ド
ク
サ
）
で
は
な
く
む
し
ろ
方
法
で
あ
っ
た
。
「
方
法
」
は
、
英
語
も
ド
イ
ツ

語
も
フ
ラ
ン
ス
語
も
み
な
ラ
テ
ン
語
∋
6
日
o
昔
゜
・
に
山
来
し
、
こ
れ
は
ま
た
ギ
リ
シ
ア
語
∋
o
庄
o
O
o
白
・
に
山
来
す
る
、
、
こ
れ
は
日
6
9

「
即
し
て
、
後
で
」
と
古
O
合
。
。
「
道
」
の
合
成
語
で
あ
り
、
「
道
に
沿
っ
て
」
「
道
を
た
ど
っ
て
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
デ
カ
ル
ト
の

「
方
法
」
は
語
源
に
忠
実
で
、
「
良
き
精
神
を
正
し
く
働
か
せ
る
」
「
つ
ね
に
正
し
い
道
」
を
意
味
し
、
自
分
は
「
ひ
た
す
ら
に
、
本

の
道
の
み
を
追
う
」
こ
と
を
心
が
け
た
と
言
う
。
そ
れ
は
、
明
晰
・
判
明
に
自
分
の
心
に
現
れ
る
も
の
を
で
き
る
だ
け
多
く
か
つ
細

か
な
部
分
に
分
け
、
思
索
を
順
序
に
従
っ
て
導
く
こ
と
、
そ
し
て
完
全
枚
挙
に
よ
っ
て
再
検
査
す
る
こ
と
を
い
う
．
井
ヒ
円
了
が
目

指
し
た
哲
学
は
こ
う
し
た
方
法
論
的
哲
学
で
あ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
形
而
上
学
で
は
な
い
。

　
こ
の
よ
う
な
広
義
の
哲
学
、
方
法
論
的
哲
学
を
建
学
の
精
神
に
掲
げ
る
大
学
は
、
私
立
哲
学
館
・
東
洋
大
学
以
外
に
も
あ
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
思
っ
て
調
べ
て
み
る
と
意
外
と
見
あ
た
ら
ず
、
建
学
の
精
神
と
し
て
哲
学
を
、
正
面
切
っ
て
掲
げ
て
い
る
大

学
は
東
洋
大
学
を
置
い
て
ほ
か
に
な
く
、
立
正
大
学
や
創
価
大
学
等
で
ご
く
広
義
の
哲
学
が
謳
わ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
（
と
は

D
．
日
え
、
た
と
え
ば
産
業
．
医
科
人
学
は
建
学
の
使
命
と
し
て
「
人
間
愛
に
徹
し
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
哲
学
す
る
医
師
を
養
成
」
す
る
と
謳
っ
て
い

る
な
ど
、
詳
細
に
調
べ
れ
ば
ほ
か
に
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
）
そ
こ
で
わ
れ
わ
れ
は
海
外
の
事
例
も
調
べ
た
い
が
膨
大
な
作
業
に
な
る

の
で
、
こ
こ
で
は
筆
者
が
専
門
に
研
究
し
て
い
る
ド
イ
ツ
の
諸
大
学
の
例
を
検
討
す
る
に
と
ど
め
る
。
な
お
本
稿
は
、
．
．
O
O
．
．
．
年

に
井
卜
円
～
記
念
学
術
セ
ン
タ
ー
に
依
頼
さ
れ
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
各
大
学
の
建
学
の
精
神
は
ど
の
よ
う
な
内
容
の
も
の
で
あ
り
、

ま
た
そ
れ
が
現
在
ま
で
に
ど
の
よ
う
に
生
か
さ
れ
て
き
た
か
に
つ
い
て
調
査
し
た
結
果
を
も
と
に
再
構
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
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．
、
ド
イ
ツ
諸
大
学
に
お
け
る
「
建
学
の
精
神
」
の
、
調
査
概
要

ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
に
は
約
一
一
〇
校
の
大
学
が
あ
る
が

（
ち
な
み
に
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
は
．
　
校
、
ス
イ
ス
に
は
　
　
校
あ



る
）
、
以
ド
で
取
り
ヒ
げ
る
大
学
の
選
択
基
準
は
、
一
、
伝
統
が
あ
る
こ
と
、
．
、
、
現
存
す
る
こ
と
、
一
、
、
、
な
ん
ら
か
の
特
記
す
べ

き
事
項
が
あ
る
こ
と
、
四
、
原
則
と
し
て
総
合
大
学
で
あ
る
こ
と
と
し
た
。
各
大
学
の
調
査
項
H
は
一
〇
項
日
（
］
大
学
名
、
べ
2
創

仁
∪
，
年
月
日
、
③
創
、
M
者
・
団
体
、
4
建
学
の
精
神
ま
た
は
大
学
理
念
、
⑤
建
学
の
精
神
の
学
生
等
へ
の
周
知
方
法
、
⑥
現
在
ま
で
の
沿
革
、
7

現
在
の
学
部
・
大
学
院
な
ど
の
組
織
、
．
3
建
学
の
精
神
と
教
育
・
研
究
の
関
係
、
9
建
学
の
精
神
と
大
学
の
将
来
像
、
仙
そ
の
他
の
必
要
事

項
）
と
し
た
が
、
国
家
制
度
と
文
化
の
違
い
に
よ
り
、
項
目
通
り
に
調
べ
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
そ
の
理
由
は
後
述
す
る
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
調
査
項
目
は
、
井
ヒ
円
．
J
学
術
セ
ン
タ
ー
が
、
ド
イ
ツ
だ
け
で
は
な
く
日
本
や
中
国
等
他
の
諸
国
の
調
査
に
も
共

通
の
も
の
と
し
て
提
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
に
関
し
て
筆
者
が
調
査
し
た
大
学
は
後
述
の
．
．
一
〇
校
で
あ
る
。

　
「
創
立
者
な
い
し
団
体
」
は
、
ド
イ
ツ
の
場
合
、
東
京
大
学
に
と
っ
て
の
か
つ
て
の
文
部
省
で
あ
る
と
か
東
洋
大
学
の
井
上
円
了

で
あ
る
と
か
の
よ
う
に
明
．
小
的
で
は
な
く
、
特
定
で
き
な
い
場
合
が
多
い
．
五
〇
〇
年
以
ヒ
の
歴
史
を
有
す
る
大
学
が
多
く
、
創
立

者
を
挙
げ
る
こ
と
に
ど
れ
ほ
ど
の
意
味
が
あ
る
か
、
疑
わ
れ
る
場
合
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
ロ
ー
マ
教
皇
の
勅
令
に
よ
り
そ
の
国
の

大
司
祭
が
創
設
し
た
場
合
や
、
国
王
が
創
設
し
た
場
合
が
か
つ
て
は
多
か
っ
た
が
、
そ
の
後
の
政
治
や
宗
教
の
枠
組
の
度
重
な
る
変

化
に
よ
り
、
大
学
の
所
有
者
は
何
度
も
変
更
に
な
っ
た
、
ド
イ
ツ
で
は
現
在
、
ご
く
少
数
の
私
立
人
学
を
除
き
、
す
べ
て
の
大
学
が

州
立
大
学
で
あ
る
．
「
大
学
は
地
方
白
治
体
に
委
ね
る
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
フ
ン
ボ
ル
ト
の
精
神
は
ま
だ
生
き
て
お
り
、
し
た
が

っ
て
、
ド
イ
ツ
に
国
立
大
学
は
な
く
、
ま
た
、
連
邦
政
府
に
教
育
・
研
究
省
は
あ
る
が
、
日
本
と
違
い
、
い
わ
ゆ
る
学
校
教
育
は
す

べ
て
州
や
市
の
管
轄
ド
に
あ
る
．
私
立
大
学
は
、
．
五
年
ほ
ど
前
か
ら
徐
々
に
創
ら
れ
始
め
て
い
る
が
、
学
費
が
き
わ
め
て
安
い
か
不

要
で
入
学
試
験
も
な
い
公
立
の
大
学
以
外
の
大
学
に
入
学
す
る
学
生
は
ま
だ
ご
く
一
部
に
か
ぎ
ら
れ
て
い
る
．
、

　
「
建
学
の
精
神
」
や
「
大
学
の
理
念
」
等
が
明
記
さ
れ
て
い
る
大
学
は
ド
イ
ツ
で
は
ほ
と
ん
ど
存
在
せ
ず
、
各
大
学
で
制
定
さ
れ

て
い
る
学
則
も
各
州
の
教
育
基
本
法
そ
の
ま
ま
で
あ
る
か
、
表
現
が
そ
れ
と
若
卜
異
な
る
に
す
ぎ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
ほ
と
ん
ど
の
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大
学
が
、
理
念
と
し
て
「
研
究
と
教
育
と
学
習
に
よ
る
、
科
学
・
技
術
の
振
興
と
発
展
」
を
第
一
番
に
掲
げ
、
以
下
「
就
業
準
備
」

「
後
継
者
養
成
」
「
生
涯
学
習
」
「
国
際
協
力
」
「
男
女
同
権
」
「
外
国
人
や
障
害
者
の
受
け
入
れ
」
等
が
続
く
。
い
わ
ゆ
る
大
学
史
は

ど
こ
の
大
学
で
も
編
纂
さ
れ
て
い
る
が
、
「
建
学
の
精
神
」
に
該
当
す
る
こ
と
ば
が
書
か
れ
て
い
る
大
学
は
な
い
に
等
し
い
。
建
学

の
精
神
そ
の
も
の
が
明
示
的
で
な
い
以
ヒ
、
そ
れ
を
学
生
等
に
周
知
さ
せ
る
仕
組
み
も
な
い
．
し
か
し
な
が
ら
、
各
大
学
と
も
長
い

歴
史
を
有
し
て
お
り
、
そ
の
伝
統
の
な
か
で
、
そ
も
そ
も
教
授
と
学
生
の
自
治
結
社
が
大
学
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
そ
れ
ぞ
れ
個
性
あ

ふ
れ
る
研
究
・
教
育
の
実
績
を
も
ち
、
ま
た
そ
れ
を
誇
り
に
し
て
お
り
、
人
学
式
そ
の
他
、
機
会
あ
る
ご
と
に
学
長
や
学
部
長
が
挨

拶
で
学
風
と
実
績
に
つ
い
て
触
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
日
本
で
は
昨
今
、
人
学
式
や
卒
業
式
で
の
学
長
や
来
賓
の
祝
辞
が
少
し

で
も
長
く
感
じ
ら
れ
る
こ
と
は
忌
み
嫌
わ
れ
る
傾
向
に
あ
る
が
、
ド
イ
ツ
で
は
一
時
間
ほ
ど
か
か
る
学
長
講
演
は
め
ず
ら
し
く
な

く
、
し
か
も
、
講
演
内
容
は
、
著
書
と
し
て
出
版
し
て
も
お
か
し
く
な
い
ほ
ど
内
容
豊
富
で
格
調
高
い
。
学
長
や
学
部
長
の
こ
う
し

た
講
演
が
、
こ
こ
で
言
う
「
大
学
の
理
念
の
周
知
」
に
あ
た
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
建
学
の
精
神
と
教
育
・
研
究
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
学
部
・
学
科
の
編
成
方
針
や
、
ど
の
よ
う
な
学
部
を
開
設
し
て
い
る
か
に
表

れ
て
い
る
。
古
典
的
な
大
学
の
学
部
と
し
て
は
、
一
四
世
紀
以
来
、
神
学
部
・
法
学
部
・
医
学
部
、
そ
し
て
哲
学
部
と
決
ま
っ
て
い

る
が
、
こ
れ
に
ど
の
よ
う
な
新
し
い
学
問
分
野
を
付
け
加
え
る
か
に
各
大
学
の
い
わ
ゆ
る
「
建
学
の
精
神
」
を
見
る
こ
と
が
で
き

る
。
最
も
わ
か
り
や
す
い
例
で
言
え
ば
、
神
学
部
と
言
っ
て
も
、
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
部
し
か
置
い
て
い
な
い
ア
ウ
グ
ス
ブ
ル
ク
大
学

や
ヴ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
ク
大
学
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系
神
学
部
し
か
置
い
て
い
な
い
ハ
レ
大
学
や
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
大
学
、
そ
も
そ
も
神
学

部
を
持
た
な
い
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
大
学
や
ケ
ル
ン
大
学
な
ど
に
分
か
れ
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
神
学
論
争
の
ほ
か
、
大
学
の
創
立

者
が
教
会
で
あ
る
か
王
侯
権
力
者
で
あ
る
か
市
民
階
級
で
あ
る
か
と
い
う
違
い
が
古
く
か
ら
あ
る
ほ
か
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
処
遇
を
め
ぐ

る
問
題
（
ハ
ン
ブ
ル
ク
大
学
や
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
大
学
は
ユ
ダ
ヤ
人
に
寛
容
で
あ
っ
た
）
や
政
治
的
問
題
（
た
と
え
ば
、
東
独
か
ら
逃
げ
出
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し
た
人
た
ち
に
よ
っ
て
創
ら
れ
た
ベ
ル
リ
ン
自
山
大
学
）
な
ど
も
あ
り
、
複
雑
で
あ
る
。

　
「
建
学
の
精
神
と
将
来
像
」
と
い
う
項
目
も
、
ド
イ
ツ
の
大
学
の
場
合
、
考
え
に
く
い
。
と
い
う
の
も
、
ド
イ
ツ
最
占
の
大
学
で

あ
る
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
を
筆
頭
に
、
五
〇
〇
年
以
上
の
歴
史
を
誇
る
大
学
も
少
な
く
な
く
、
扱
う
分
野
は
年
々
拡
が
り
つ
つ
あ

る
が
、
大
学
の
理
念
や
精
神
は
昔
も
今
も
変
わ
ら
な
い
の
が
彼
ら
の
誇
り
で
あ
り
、
ナ
チ
時
代
も
東
独
時
代
も
「
学
問
の
自
由
」
は

保
持
し
た
と
、
ど
こ
の
大
学
史
に
も
書
か
れ
て
い
る
（
実
際
に
は
反
体
制
派
教
員
や
学
生
の
多
く
が
追
放
さ
れ
た
り
、
閉
鎖
同
然
と
な
っ

た
り
し
た
と
し
て
も
で
あ
る
）
。

　
以
上
の
よ
う
な
事
情
で
あ
る
の
で
、
、
律
に
調
査
結
果
を
記
述
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。

．
．
、
調
査
結
果

　
以
ド
、
通
称
名
を
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
に
並
べ
て
デ
ー
タ
を
掲
示
す
る
。
仮
に
こ
れ
を
創
立
年
代
順
に
並
べ
る
な
ら
ば
、
ド
イ
ツ

語
圏
最
古
の
大
学
で
あ
る
一
三
四
八
年
の
プ
ラ
ハ
大
学
以
ド
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
つ
づ
く
。

　
　
　
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
（
、
．
，
．
八
六
年
）
、
ケ
ル
ン
大
学
（
．
、
、
、
八
八
年
）
、
エ
ア
フ
ル
ト
大
学
（
二
．
元
二
～
．
八
一
六
年
）
、

　
　
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
大
学
（
，
四
〇
九
年
）
、
ロ
ス
ト
ッ
ク
大
学
（
一
四
．
九
年
）
、
グ
ラ
イ
フ
ス
ヴ
ァ
ル
ト
大
学
（
一
四
π
六
年
）
、
フ

　
　
ラ
イ
ブ
ル
ク
大
学
（
一
四
五
七
年
）
、
イ
ン
ゴ
ル
シ
ュ
タ
ッ
ト
大
学
（
一
四
七
二
～
一
八
〇
〇
年
、
の
ち
ミ
ュ
ン
ヒ
ェ
ン
大
学
）
、
ト

　
　
リ
ア
大
学
〔
一
四
ヒ
、
．
，
年
）
、
マ
イ
ン
ツ
人
学
（
一
四
七
L
年
）
、
テ
ユ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
大
学
（
．
四
七
L
年
）
、
ヴ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク

　
　
大
学
二
五
〇
二
～
一
八
一
七
年
、
の
ち
ハ
レ
大
学
）
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
ア
ン
・
デ
ア
・
オ
ー
ダ
ー
大
学
（
一
五
〇
六
～
一
八

　
　
一
〇
年
）
、
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
大
学
（
一
五
、
一
L
年
）
、
ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ベ
ル
ク
大
学
（
一
五
四
四
年
、
の
ち
ロ
シ
ア
領
）
、
デ
ィ
リ
ン
ゲ

　
　
ン
大
学
（
一
五
四
九
～
．
八
〇
，
”
年
、
の
ち
ア
ウ
グ
ス
ブ
ル
ク
大
学
）
、
イ
エ
ナ
大
学
（
．
五
κ
八
年
）
、
ヘ
ル
ム
シ
ュ
テ
ッ
ト
大
学
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二
五
七
六
～
一
八
〇
九
年
）
、
ヴ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
ク
大
学
（
．
五
八
二
年
）
、
ギ
ー
セ
ン
大
学
二
六
〇
七
年
）
。
以
下
現
存
す
る
著

　
　
名
大
学
の
み
記
す
、
キ
ー
ル
大
学
へ
、
六
六
五
年
）
、
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
大
学
（
．
L
、
．
．
六
年
）
、
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
バ
イ
ク
r
科
大

　
　
学
（
一
七
四
五
年
）
、
ベ
ル
リ
ン
L
科
大
学
二
七
七
〇
年
）
、
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
大
学
ニ
ヒ
八
〇
年
）
、
ボ
ン
大
学
（
一
ヒ
八
六

　
　
年
）
、
ベ
ル
リ
ン
大
学
⌒
，
八
〇
九
年
）
、
カ
ー
ル
ス
ル
ー
工
大
学
（
．
八
．
．
五
年
）
、
ミ
ュ
ン
ヒ
ェ
ン
大
学
（
、
八
．
．
六
年
）
、
・
、
・

　
　
ユ
ン
ヒ
ェ
ン
工
科
大
学
二
八
六
八
年
）
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
大
学
（
一
九
、
四
年
）
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
大
学
（
一
九
一
九
年
）
、
ベ
ル

　
　
リ
ン
「
科
大
学
二
九
四
六
年
）
。

　
以
ド
の
各
大
学
の
記
事
内
に
あ
る
丸
数
字
は
前
述
の
調
査
項
H
の
番
ロ
ゲ
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
紙
面
節
約
の
た
め
大
幅
に
省
略
し

た
の
で
、
掲
載
項
目
は
飛
び
飛
び
で
あ
り
、
し
か
も
調
査
し
た
こ
と
が
ら
の
ご
く
一
部
を
記
し
た
に
す
ぎ
な
い
、

128

（
＝
　
ア
ウ
グ
ス
ブ
ル
ク
大
学
6
ぽ
ご
巳
く
氏
。
，
言
斤
ぎ
σ
・
‘
－
σ
已
「
ぽ
q
）
④
「
研
究
と
教
育
と
学
習
に
よ
る
科
学
・
技
術
の
振
興
と
発
展
へ

の
寄
与
」
「
職
業
活
動
の
た
め
の
準
備
教
育
」
「
科
学
・
技
術
の
後
継
者
養
成
」
「
継
続
研
究
支
援
」
「
社
会
的
要
請
へ
の
対
応
」
「
国

際
的
連
携
」
。
③
一
五
四
九
年
設
立
の
デ
ィ
リ
ン
ゲ
ン
大
学
が
一
八
〇
三
年
に
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
者
養
成
所
に
格
下
げ
に
な
っ
た
の

ち
、
．
九
、
．
．
．
．
年
哲
学
神
学
大
学
と
し
て
再
興
、
．
九
L
O
年
に
バ
イ
エ
ル
ン
州
立
ア
ウ
グ
ス
ブ
ル
ク
大
学
と
な
り
経
済
学
・
社
会

学
部
と
法
学
部
を
開
設
。
一
九
八
，
年
白
然
科
学
部
増
設
。

（．

D
）
　
ベ
ル
リ
ン
白
由
大
学
（
9
Φ
零
。
完
ご
己
く
隅
切
言
［
國
6
庄
旦
　
4
ー
「
研
究
と
教
育
と
学
習
に
よ
る
科
学
・
技
術
の
振
興
と
発
8
5
」

「
職
業
準
備
教
育
」
「
人
間
の
生
活
と
環
境
の
条
件
の
改
善
」
「
真
理
を
真
理
自
身
の
た
め
に
」
「
自
由
に
自
己
主
張
す
る
意
志
の
尊

亜
」
．
⑥
一
九
四
八
年
四
月
．
六
日
フ
ン
ボ
ル
ト
大
学
〔
現
称
）
の
．
、
．
人
の
学
生
が
法
的
根
拠
な
し
に
入
学
許
可
を
取
り
消
さ
れ
た

た
め
、
同
、
：
二
日
教
員
も
参
加
し
て
の
大
規
模
な
抗
議
集
会
が
開
か
れ
「
n
由
な
大
学
を
」
が
叫
ば
れ
た
。
同
年
一
一
月
一
五
日
ア



メ
リ
カ
か
ら
の
資
金
援
助
を
受
け
新
た
に
大
学
を
創
設
、
哲
学
部
で
初
め
て
講
義
が
行
わ
れ
た
、
の
ち
、
西
ド
イ
ツ
政
府
立
、
現
在

は
ベ
ル
リ
ン
州
立
．
．

三
一
）
　
フ
ン
ボ
ル
ト
大
学
（
0
8
コ
⊂
ヨ
ひ
2
告
と
三
く
2
°
・
言
［
切
①
三
旦
　
色
・
「
全
面
的
な
人
文
主
義
的
教
養
」
「
教
育
と
研
究
の
一
致
」

「
非
実
用
主
義
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
学
問
の
場
」
、
⑥
、
八
〇
六
年
一
〇
月
ナ
ポ
レ
オ
ン
占
領
に
よ
り
ハ
レ
大
学
が
閉
鎖
さ
れ
た
た

め
、
こ
れ
に
代
わ
る
べ
き
大
学
と
し
て
ベ
ル
リ
ン
大
学
創
設
構
想
が
生
ま
れ
準
備
が
開
始
さ
れ
た
。
一
八
、
○
年
九
月
プ
ロ
イ
セ
ン

国
王
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
三
世
に
よ
り
ベ
ル
リ
ン
大
学
と
し
て
創
立
．
、
こ
れ
ま
で
の
教
会
付
属
大
学
で
は
な
く
官
僚
と

新
し
い
市
民
の
た
め
の
大
学
と
し
て
、
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
、
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
フ
ン
ボ
ル
ト
ら
に
よ
っ
て
計
画
。
た
だ
し

「
教
育
は
国
家
か
ら
独
立
し
て
い
る
べ
き
で
、
教
育
行
政
は
地
方
自
治
に
委
ね
る
べ
き
」
と
い
う
フ
ン
ボ
ル
ト
の
硅
．
張
は
入
れ
ら
れ

な
か
っ
た
。
　
一
八
、
一
八
年
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
ス
大
学
と
改
名
．
一
九
四
八
年
一
．
一
月
分
裂
し
て
ベ
ル
リ
ン
白
由
大
学

が
．
西
側
地
区
に
開
設
．
．
、
九
四
九
年
一
月
一
。
六
日
フ
ン
ボ
ル
ト
大
学
と
改
名
、
⑥
〔
時
期
ド
イ
ツ
民
主
共
和
国
に
属
し
た
が
、
一
九

九
九
年
の
ド
イ
ツ
再
統
．
に
よ
り
組
織
と
教
職
貝
は
全
面
的
に
改
め
ら
れ
、
フ
ン
ボ
ル
ト
精
神
の
も
と
で
再
出
発
し
た
、
現
在
は
ベ

ル
リ
ン
州
立
。
・
⑩
○
ミ
鴫
ミ
、
民
ミ
○
ミ
ミ
寿
§
～
さ
ミ
さ
ベ
ヘ
ミ
あ
心
ミ
§
、
＜
o
白
国
づ
西
6
一
－
国
｝
ぼ
合
≦
o
只
F
ふ
［
色
℃
ば
σ
q
一
Φ
Φ
O
°
さ
S
8

S
ミ
せ
ミ
↑
忘
§
這
§
e
昌
§
⇔
N
§
ミ
ミ
ミ
ミ
昏
ミ
切
合
§
§
ヘ
ミ
這
§
§
°
＝
易
o
q
°
〈
8
呂
［
書
汀
＝
ρ
〉
ω
巨
≦
完
昌
＼
×
O
一
白
＼
≦
①
ぎ
①
二
q
∋
Φ
Φ
゜

フ
ィ
ヒ
テ
他
著
、
梅
根
悟
訳
「
大
学
の
理
念
と
構
想
』
明
治
図
書
、
一
九
」
O
年
（
世
界
教
育
学
選
集
）
。

〔
四
）
　
ベ
ル
リ
ン
工
科
大
学
（
O
穗
∂
合
巳
ω
9
而
⊂
白
才
め
誘
一
舜
切
①
合
旦
　
釣
前
身
，
L
七
〇
年
、
統
合
、
九
四
六
年
。
3
プ
ロ
イ
セ
ン

王
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
ニ
世
に
よ
り
創
設
，
の
ち
西
ド
イ
ツ
政
府
立
、
現
在
ベ
ル
リ
ン
州
立
。
④
「
す
べ
て
の
分
野
に

わ
た
る
良
質
の
も
の
の
産
出
」
「
経
済
・
文
化
・
政
治
の
リ
ー
ダ
ー
と
の
協
力
の
ド
で
の
、
世
界
的
連
携
と
地
域
密
着
に
よ
る
研
究

と
教
育
」
「
人
文
ド
義
」
。
、
8
工
業
単
科
大
学
で
は
な
く
、
人
文
系
学
部
も
含
め
た
総
合
的
研
究
・
教
育
を
1
1
指
し
て
い
る
。
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（
五
）
　
ボ
ッ
フ
ム
大
学
〔
ル
ー
ル
大
学
O
［
め
碧
巨
－
ご
巳
く
隅
乙
・
言
｛
ロ
。
∩
巨
∋
）
②
一
九
六
二
年
創
立
、
一
九
六
五
年
開
学
。
τ
「
神
学

か
ら
工
学
ま
で
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
対
等
性
」
「
創
造
的
で
批
判
的
な
学
問
教
育
」
「
学
際
的
研
究
と
教
育
」
「
研
究
と
教
育
の
統
．
」

「
白
律
と
n
由
」
「
多
様
な
学
問
的
意
見
の
表
明
」
。
⑥
ル
ー
ル
工
業
地
帯
に
位
置
し
活
発
な
産
業
資
本
の
援
助
を
受
け
て
設
立
さ
れ

た
。（

六
）
　
ボ
ン
大
学
（
ラ
イ
ン
・
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
ス
大
学
O
庁
力
庁
色
己
。
・
合
①
ウ
巳
①
ユ
ユ
ひ
ゴ
ー
≦
蒙
色
目
切
－
C
邑
く
隅
゜
・
胃
邸
け
ロ
o
目
）
　
西
、

「
研
究
と
教
育
の
統
一
」
「
ド
イ
ツ
基
本
法
で
保
証
さ
れ
た
自
由
に
基
づ
く
、
研
究
と
教
ム
ー
－
と
学
習
」
「
国
際
性
を
志
向
す
る
伝
統
を

意
識
し
た
研
究
大
学
」
。
⑥
一
八
，
八
年
一
〇
月
、
八
ロ
プ
ロ
イ
セ
ン
王
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
三
世
に
よ
り
研
究
と
教

育
の
統
一
と
い
う
フ
ン
ボ
ル
ト
精
神
に
基
づ
き
開
設
。
一
九
四
四
年
空
襲
で
破
壊
さ
れ
た
の
ち
、
一
九
四
五
・
四
六
年
冬
学
期
よ
り

授
業
再
開
。
現
在
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
州
立
．
⑩
さ
さ
旨
§
句
⇔
ミ
㌔
苦
ミ
ミ
留
e
§
㌻
芯
⇔
ミ
合
－
き
．
S
曳
ミ
㌣

ミ
～
ミ
a
民
ミ
㎏
§
ミ
b
∋
ピ
一
゜
〉
廿
巳
ト
。
O
O
ト
。
°

（
L
）
　
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
大
学
（
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ハ
イ
ネ
人
学
O
完
＝
色
日
畠
－
＝
o
日
6
－
ご
艮
く
o
「
°
・
言
け
O
自
ω
ω
①
江
○
旦
　
ゆ
「
学
問
に
裏
付

け
ら
れ
た
実
践
的
医
療
」
「
研
究
と
教
育
と
学
習
の
、
構
成
員
に
よ
る
共
同
作
業
」
「
研
究
と
教
育
と
学
習
の
自
由
を
実
現
す
る
た
め

の
不
可
欠
の
条
件
と
し
て
の
自
律
性
」
「
学
問
的
認
識
の
獲
得
、
教
育
と
学
習
の
学
問
的
基
礎
づ
け
と
発
展
」
。
∂
、
九
九
七
年
に
ハ

イ
ネ
生
誕
二
〇
〇
年
祭
を
世
界
中
の
研
究
者
を
集
め
て
開
催
、
以
後
ハ
イ
ネ
に
か
か
わ
る
研
究
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
⑥
一
ヒ
一
五

年
法
学
ア
カ
デ
ミ
ー
創
立
。
一
八
．
．
年
一
一
、
月
、
七
日
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
五
学
科
を
擁
す
る
大
学
設
立
を
命
ず
る
も
ナ
ポ
レ
オ
ン
の

ロ
シ
ア
遠
征
に
よ
り
実
現
な
ら
ず
。
一
九
〇
七
年
ヒ
月
一
日
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
医
学
実
践
ア
カ
デ
ミ
ー
創
立
。
一
九
二
三
年
六
月

八
1
1
公
式
の
大
学
創
立
。
一
九
六
五
年
，
一
月
一
六
目
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
州
が
ア
カ
デ
ミ
ー
を
州
立
の
デ
ュ

ッ
セ
ル
ド
ル
フ
大
学
に
昇
格
決
定
。
⑧
前
身
は
。
．
，
○
○
年
弱
の
歴
史
が
あ
る
が
、
現
在
の
形
に
な
っ
た
の
は
二
〇
世
紀
に
人
っ
て
か
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ら
で
あ
る
。
ル
ー
ル
工
業
地
帯
に
あ
る
こ
と
も
あ
り
、
神
学
部
を
お
か
ず
、
商
工
業
の
発
展
に
寄
与
す
る
学
部
編
成
と
な
っ
て
い

る
。

（
八
）
　
エ
ア
ラ
ン
ゲ
ン
・
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
大
学
（
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
大
学
O
完
臣
。
合
否
干
≧
。
蚤
邑
氏
と
ユ
＜
氏
ω
言
｛

団
「
庁
据
①
㌣
Z
ロ
∋
σ
隅
σ
q
）
　
4
「
古
典
的
人
文
」
義
教
育
」
、
　
．
九
八
九
年
以
降
「
研
究
と
実
践
」
を
統
一
テ
ー
マ
と
す
る
。
「
6
1
、
．
」
四

三
年
二
月
四
H
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
・
バ
イ
ロ
イ
ト
辺
境
伯
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
に
よ
り
エ
ア
ラ
ン
ゲ
ン
大
学
と
し
て
創
立
。
一
七
六

九
年
一
〇
月
一
、
一
日
ア
ン
ス
バ
ッ
ハ
・
バ
イ
ロ
イ
ト
辺
境
伯
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
に
よ
り
強
化
。
一
九
六
．
年
一
月
一
日
、
一
九
一
九

年
に
設
立
さ
れ
た
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
経
済
学
・
社
会
学
大
学
と
合
併
、
大
学
名
を
改
め
る
。
現
在
バ
イ
エ
ル
ン
州
立
。
⑩
．

○
○
留
ミ
さ
e
ミ
ボ
へ
寒
ミ
父
■
ミ
ミ
ミ
ぎ
↑
合
§
～
ミ
ミ
ミ
ミ
民
§
、
○
採
ヘ
ミ
〔
ミ
亀
゜
≒
べ
侭
§
ミ
句
ミ
侭
亀
ミ
㊦
ヘ
ミ
注
合
ふ
～
§
災
ミ
合
下
§
ぎ
、
δ
ヘ
ミ
、
☆
§

』
ミ
忘
こ
隷
さ
∨
N
翻
◎
盲
e
㊦
壽
合
X
古
「
o
り
o
自
“
＞
O
コ
田
①
ロ
巳
己
ひ
q
×
O
°
り
゜
わ
τ
「
°
国
巳
㏄
一
這
め
コ
］
㊤
逡
゜

（
九
）
　
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
大
学
（
ヨ
ー
ハ
ン
・
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ゲ
ー
テ
大
学
O
完
甘
9
目
ム
ぎ
痔
§
°
q
6
0
6
［
訂
と
邑
く
①
邑
［
馨
零
き
ζ
ξ
［
）

　
②
．
九
一
四
年
。
③
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
ア
ム
・
マ
イ
ン
市
立
、
現
在
ヘ
ッ
セ
ン
州
立
。
、
生
．
「
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
自
山
と
自
己
規

定
」
「
世
界
に
開
か
れ
自
由
で
あ
る
信
仰
と
信
条
」
．
⑥
ユ
ダ
ヤ
人
が
多
く
活
動
し
て
い
る
地
域
で
あ
る
こ
と
を
反
映
し
、
ユ
ダ
ヤ
人

差
別
を
し
な
い
こ
と
が
大
学
の
精
神
と
な
っ
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
社
会
史
研
究
所
は
と
く
に
有
名
。

（
6
）
　
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
大
学
（
ア
ル
ベ
ル
ト
・
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
ス
大
学
0
8
≧
ひ
Φ
「
叶
－
［
昆
忌
゜
。
°
・
と
己
く
雲
゜
・
富
［
㌣
虫
げ
巨
σ
q
一
゜
】
ぱ
）
　
〔
皇
「
現
代

性
と
人
文
主
義
的
理
想
」
．
⑤
哲
学
者
の
ハ
イ
デ
ガ
ー
が
ナ
チ
に
荷
担
し
て
大
学
総
長
と
な
っ
た
こ
と
は
有
名
だ
が
、
こ
こ
で
彼
が

実
現
し
よ
う
と
し
た
こ
と
は
、
ヒ
ト
ラ
ー
に
代
表
さ
れ
る
ア
ー
リ
ア
主
義
で
は
な
く
、
存
在
に
基
、
、
つ
く
哲
学
的
精
神
で
あ
っ
た
と
い

わ
れ
る
。
大
学
の
本
館
人
日
に
聖
書
の
こ
と
ば
「
真
理
は
わ
れ
ら
を
自
由
に
す
る
」
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
も
含
め

て
こ
の
こ
と
ば
の
実
現
を
大
学
の
理
念
と
し
て
い
る
。
⑥
、
四
五
七
年
九
月
二
一
日
オ
ー
ス
ト
リ
ア
大
公
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
四
世
に
よ
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り
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
大
学
と
し
て
創
立
。
一
八
〇
五
年
オ
ー
ス
ト
リ
ア
領
か
ら
バ
ー
デ
ン
大
公
国
領
に
、
．
一
八
二
〇
年
八
月
二
一
日
バ

ー
デ
ン
大
公
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
に
よ
り
復
興
。
大
学
名
を
現
行
名
と
す
る
。
現
在
バ
ー
デ
ン
・
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
州
立
．

（．

D
）
　
ギ
ー
セ
ン
大
学
（
ユ
ス
ト
ウ
ー
ス
・
リ
ー
ビ
ヒ
大
学
9
①
』
易
ε
゜
。
－
［
完
宮
∞
q
と
三
く
臼
゜
。
言
［
○
匡
9
）
　
④
後
期
改
革
派
、
の
ち
ル
タ

ー
派
の
大
学
。
⑥
．
六
〇
L
年
ヘ
ッ
セ
ン
方
伯
が
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
人
学
と
し
て
創
立
。
　
．
六
．
、
一
．
、
年
閉
鎖
、
。
　
一
六
五
〇
年
、
．
．
．
○
年

戦
争
で
中
断
し
て
い
た
大
学
を
復
興
。
　
一
八
七
一
年
近
代
的
な
大
学
に
改
編
。
（
⑧
ギ
ー
セ
ン
大
学
は
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
大
学
の
ル
タ
ー

派
教
1
1
を
集
め
て
設
立
さ
れ
た
が
、
　
．
六
一
：
．
、
年
、
．
．
月
の
皇
帝
の
判
決
で
ダ
ル
ム
シ
ュ
タ
ッ
ト
家
が
優
位
に
立
ち
、
ル
ー
ド
ヴ
ィ
ヒ

が
占
き
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
大
学
の
所
有
者
と
な
っ
た
。
そ
の
結
果
ギ
ー
セ
ン
大
学
は
閉
鎖
さ
れ
、
そ
こ
の
教
授
た
ち
は
マ
ー
ル
ブ
ル
ク

大
学
に
戻
っ
た
。
だ
が
さ
ら
に
そ
の
後
、
カ
ッ
セ
ル
家
が
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
を
奪
回
し
た
た
め
、
ギ
ー
セ
ン
大
学
が
ふ
た
た
び
開
校
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
宗
派
的
か
つ
政
治
的
対
立
か
ら
大
学
が
解
放
さ
れ
た
の
は
一
八
世
紀
の
啓
蒙
主
義
の
登
場
以
降

で
あ
る
．
5
1
在
は
ヘ
ッ
セ
ン
州
立
。

（．

A
．
）
　
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
大
学
（
ゲ
オ
ル
ク
・
ア
ウ
グ
ス
ト
大
学
O
冨
○
⑦
自
σ
q
－
由
⊆
σ
q
5
［
と
巳
く
。
区
舜
O
O
巳
轟
巴
）
④
「
自
然
科
学
と
精

神
科
学
の
基
礎
研
究
の
た
め
の
川
界
的
規
模
の
研
究
の
場
」
．
⑥
自
山
主
義
の
精
神
は
、
．
八
．
．
、
L
年
に
起
き
た
「
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ

ン
七
教
授
事
件
」
に
象
徴
さ
れ
る
。
国
王
の
弾
圧
に
抗
し
て
学
問
の
自
由
を
貫
こ
う
と
し
た
こ
の
事
件
は
、
ド
イ
ツ
史
の
中
で
折
々

語
ら
れ
て
い
る
。
泊
．
じ
．
，
．
六
年
ハ
ノ
ー
フ
ァ
ー
地
方
を
統
治
し
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
国
王
ジ
ョ
ー
ジ
．
．
世
に
よ
り
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン

大
学
と
し
て
創
立
。
現
在
二
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
州
立
。
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
の
多
い
大
学
と
し
て
知
ら
れ
る
。
⑩
句
S
ミ
ざ
ミ
§
心
ミ

○
◎
ミ
∨
餐
、
ミ
～
ミ
あ
～
ミ
§
ぼ
、
～
ペ
ミ
○
」
認
N
」
お
N
」
。
。
口
N
し
○
。
句
㊦
N
℃
口
N
巴
ミ
さ
ミ
、
§
⊇
き
s
＝
「
°
・
ぬ
゜
＜
o
ロ
切
巽
昆
ζ
o
竺
g
O
O
茸
］
コ
σ
q
g

一
Φ
o
。
o
。
°
b
合
○
窃
ヘ
ミ
ヘ
ミ
○
⇔
ミ
寒
誉
℃
索
這
索
ミ
亀
亀
ミ
曽
品
呼
○
ミ
苦
ミ
心
ミ
O
s
蒔
－
ご
㍍
s
『
－
§
ざ
へ
a
ヘ
ミ
、
g
O
O
ミ
鶯
s
°
国
叶
゜
・
ぬ
゜
＜
8
＝
き
゜
・
－

○
旨
日
隅
o
o
o
巨
o
口
自
O
O
日
這
①
巨
Φ
忠
゜
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（．

D、

j
　
グ
ラ
イ
フ
ス
ヴ
ァ
ル
ト
大
学
（
エ
ル
ン
ス
ト
・
モ
ー
リ
ッ
ツ
・
ア
ル
ン
ト
大
学
O
完
国
ヨ
゜
・
ひ
ζ
○
葺
N
－
〉
日
合
－
ご
巳
く
自
。
・
一
｛
告

ρ
①
涜
ξ
芭
　
4
「
研
究
と
教
育
と
学
習
に
よ
る
科
学
・
技
術
の
振
興
と
発
展
」
「
学
問
的
思
考
と
技
術
発
展
の
促
進
」
「
研
究
成
果

の
実
践
と
利
用
」
、
．
⑥
二
四
五
六
年
ポ
メ
ラ
ニ
ア
国
立
大
学
と
し
て
創
立
。
一
六
四
八
年
ウ
エ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
に
よ
り
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
領
と
な
り
、
さ
ら
に
↓
八
、
五
年
ウ
ィ
ー
ン
会
議
に
よ
り
プ
ロ
イ
セ
ン
領
と
な
る
。
、
九
六
八
～
六
九
年
ド
イ
ツ
民
主
共
和

国
教
育
改
革
に
よ
り
改
編
。
一
九
九
〇
年
ド
イ
ツ
、
再
統
一
．
．
現
在
メ
ク
レ
ン
ブ
ル
ク
・
フ
ォ
ア
ポ
ン
メ
ル
ン
州
立
．
．

（．

l）

@
ハ
レ
大
学
〔
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ル
タ
ー
大
学
O
完
忌
餌
巨
〒
［
⊆
日
2
と
艮
く
自
晋
法
出
竺
雫
≦
｛
9
呂
6
『
ぬ
）
　
4
「
宗
教
改
革
と
人
文
主
義

的
研
究
の
拠
点
」
「
哲
学
す
る
こ
と
の
自
由
（
一
一
亘
6
旨
゜
・
呈
一
（
》
ω
○
℃
言
註
｛
こ
「
大
学
の
自
由
」
「
学
問
を
そ
れ
自
身
な
ら
び
に
真
理
と
認

識
の
た
め
に
」
．
⑤
．
．
○
○
、
一
年
に
創
立
五
〇
〇
年
を
迎
え
大
規
模
な
催
し
が
行
わ
れ
、
記
念
の
出
版
物
も
た
く
さ
ん
つ
く
ら
れ

た
．
、
6
二
κ
〇
二
年
ザ
ク
セ
ン
選
定
侯
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
賢
明
侯
が
宗
教
改
革
と
人
文
主
義
研
究
の
拠
点
と
す
る
た
め
ヴ
ィ
ッ
テ
ン
ベ

ル
ク
人
学
を
創
立
．
．
六
九
四
年
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
選
定
侯
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
．
．
一
世
が
啓
蒙
主
義
と
敬
慶
主
義
の
拠
点
と
す
る
た
め

ハ
レ
大
学
を
創
立
。
一
八
〇
六
年
一
〇
月
．
．
○
日
ナ
ポ
レ
オ
ン
軍
占
領
に
よ
り
大
学
閉
鎖
。
．
八
〇
八
年
五
月
↓
六
U
再
開
。
．
八

一
七
年
ヴ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
大
学
を
統
合
し
、
フ
ン
ボ
ル
ト
精
神
に
基
づ
く
大
学
と
し
て
再
編
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
連
合
大
学
と
な

る
。
の
ち
ド
イ
ツ
帝
国
立
、
ド
イ
ツ
民
ド
共
和
国
立
を
経
て
、
現
在
は
ザ
ク
セ
ン
・
ア
ン
ハ
ル
ト
州
立
。
8
ー
ル
タ
ー
の
宗
教
改
革
と

ヴ
ォ
ル
フ
に
代
表
さ
れ
る
啓
蒙
仁
義
精
神
に
基
づ
き
、
ド
イ
ツ
の
多
く
の
大
学
の
手
本
と
な
っ
た
。
⑨
一
九
九
〇
年
の
ド
イ
ツ
再
統

、
後
、
ド
イ
ツ
東
部
の
大
学
の
中
で
中
心
的
位
置
を
占
め
て
お
り
、
再
編
後
は
先
端
的
分
野
に
積
極
的
に
挑
戦
し
て
い
る
。
⑩

ミ
ヘ
ミ
a
苦
ミ
き
ミ
ミ
ミ
ミ
、
S
－
ト
ミ
ぎ
下
ミ
～
e
δ
ヘ
ミ
S
寒
§
ー
ミ
ミ
§
忠
這
」
e
へ
－
這
℃
ふ
ロ
ミ
さ
き
さ
さ
＝
ミ
蕊
☆
ミ
ざ
き
S
亀
ボ
§
∨
句
§
ミ

＝
巴
一
①
H
一
8
吟
吟
q
ミ
ミ
、
竃
、
ミ
ロ
言
X
ミ
☆
ミ
ぶ
ミ
ミ
団
こ
s
O
ミ
こ
ミ
餐
㌣
e
合
゜
b
へ
o
ミ
ミ
、
ざ
－
↑
ミ
言
下
q
ミ
e
O
蕊
☆
ミ
さ
ミ
ー
ミ
ミ
§
せ
侭
へ
さ

ミ
ミ
ざ
ミ
惑
、
冴
咋
§
誉
ミ
S
∨
》
㎏
o
、
寒
§
切
」
℃
℃
転
゜
コ
誘
ぬ
゜
＜
o
o
＝
き
゜
・
－
＝
自
∋
昌
白
＝
ぼ
［
ヂ
一
合
゜
○
旦
⊆
。
号
白
一
㊤
口
P
ぎ
O
ミ
剛
．
S
、
§
せ
蒔
゜
句
ミ
ミ
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ミ
ざ
、
δ
民
惑
㌔
．
∨
§
ミ
ざ
ぷ
ξ
切
σ
q
°
＜
o
コ
o
り
甘
ひ
冨
0
6
ゴ
日
頃
プ
亘
日
胃
日
㊤
ロ
ヴ
ァ
イ
グ
ル
著
、
三
島
憲
一
・
宮
田
敦
子
訳
「
ハ
レ

啓
蒙
・
E
義
の
最
初
の
大
学
　
　
啓
蒙
の
都
市
周
遊
二
．
．
）
」
『
思
想
』
第
八
四
四
号
、
　
一
九
九
四
年
∴
○
月
，

（．

ｫ
　
ハ
ン
ブ
ル
ク
人
学
θ
㌣
ご
三
く
。
邑
舜
コ
昌
ぴ
巨
ぬ
）
④
「
研
究
に
よ
る
学
問
の
さ
ら
な
る
発
展
」
「
学
問
的
教
養
形
成
」
「
学

問
的
方
法
と
認
識
の
自
立
的
応
川
と
展
開
能
力
の
開
発
」
「
多
様
性
と
伝
統
」
「
学
問
の
世
界
へ
の
門
」
．
⑥
一
六
一
、
．
．
年
ア
カ
デ
ミ

ッ
シ
ェ
・
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
創
立
。
一
八
八
三
年
廃
校
。
一
八
八
五
年
一
般
講
義
機
構
創
立
．
．
一
九
一
九
年
三
月
二
八
n
ハ
ン
ブ
ル
ク

市
民
に
よ
る
大
学
創
立
．
現
在
ハ
ン
ブ
ル
ク
州
立
。
ぽ
，
．
○
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
の
大
学
で
あ
る
た
め
学
部
編
成
も
近
代
的
で
あ

る
．
ま
た
、
ユ
ダ
ヤ
人
に
対
し
て
創
立
当
初
か
ら
寛
容
で
あ
り
、
戦
時
中
も
学
問
の
自
由
を
貫
い
た
．
、

（
∴
ニ
　
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
（
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
・
カ
ー
ル
ス
大
学
0
8
知
呂
苫
合
〔
×
邑
゜
・
－
C
巳
＜
2
°
・
惹
｛
＝
。
置
色
げ
魯
σ
q
）
　
4
「
地
ヒ
の
わ

が
国
と
臣
民
の
み
な
ら
ず
近
隣
諸
国
の
利
便
と
幸
福
の
た
め
に
」
、
の
ち
「
世
界
に
開
か
れ
た
自
山
な
大
学
」
「
地
方
の
精
神
的
拠

点
」
。
⑥
一
一
、
一
八
六
年
ラ
イ
ン
・
プ
フ
ァ
ル
ツ
伯
に
し
て
選
定
侯
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
一
世
に
よ
り
ド
イ
ツ
最
初
の
人
学
と
し
て
創
立
．
、

一
五
五
六
年
福
音
・
E
義
の
地
方
大
学
と
し
て
再
編
。
　
一
六
九
．
、
．
年
ル
イ
一
四
世
に
よ
り
破
壊
、
閉
鎖
、
．
　
一
八
〇
．
．
．
年
カ
ー
ル
・
ブ
リ

ー
ド
リ
ヒ
大
公
に
よ
る
再
興
。
現
在
バ
ー
デ
ン
・
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
州
立
。
8
ド
イ
ツ
最
古
の
大
学
で
あ
る
が
、
近
年
近
代
化
が

進
ん
だ
。
大
正
時
代
か
ら
大
勢
の
日
本
人
留
学
生
が
こ
こ
で
学
ぶ
な
ど
そ
の
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
学
風
は
古
く
か
ら
知
ら
れ
る
、
⑩

国
痴
①
≦
巳
σ
q
窃
ゴ
b
ぺ
さ
w
ヘ
ミ
a
ヘ
ミ
S
S
ミ
災
守
○
蒔
」
已
○
。
や
」
℃
o
。
◎
ロ
o
雲
言
＼
＝
㊦
己
巴
亘
Φ
「
σ
Q
一
q
⊃
○
。
Φ
◆

（
七
）
イ
エ
ナ
大
学
（
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
シ
ラ
ー
人
学
豆
①
『
叶
完
合
合
わ
合
≡
①
「
－
ご
己
く
Φ
『
°
。
言
こ
①
8
）
　
④
．
か
つ
て
「
宗
教
改
革
の
拠
点
」

「
ロ
マ
ン
派
の
拠
点
」
と
し
て
知
ら
れ
た
。
「
6
一
五
四
八
年
ド
ミ
ニ
コ
会
修
道
院
学
寮
と
し
て
コ
レ
ギ
ウ
ム
・
イ
エ
ネ
ン
ゼ
創
立
。

の
ち
ザ
ク
セ
ン
選
定
侯
国
、
ド
イ
ツ
帝
国
立
、
ド
イ
ツ
民
・
E
共
和
国
立
を
経
て
、
現
在
テ
ユ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
立
。
⑩
空
合

呂
ぽ
合
ズ
P
さ
議
ミ
δ
告
ミ
〉
、
ミ
゜
×
O
ヨ
F
≦
8
0
一
Φ
O
Φ
“
（
］
≦
一
9
6
江
①
已
゜
・
合
6
＝
o
合
゜
・
合
已
冨
□
c
o
P
Φ
）
o
の
ロ
u
。
雪
コ
＝
6
5
⑦
已
゜
勾
o
°
・
6
日
曽
冨
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Z
9
己
｛
o
亡
㌔
ボ
亀
↑
ミ
心
ミ
へ
g
あ
～
ミ
↑
』
o
白
①
一
Φ
㊤
」
°

（
八
）
　
キ
ー
ル
大
学
（
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ツ
大
学
O
［
。
○
宮
…
ω
合
苧
≧
汀
8
宮
ω
と
日
＜
Φ
「
ω
言
［
×
一
①
ご
　
⑥
一
六
六
五
年
シ
ュ

レ
ス
ヴ
ィ
ヒ
・
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
・
ゴ
ッ
ト
オ
ル
フ
公
爵
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
に
よ
り
キ
ー
ル
大
学
と
し
て
創
立
，

一
ヒ
七
三
～
一
八
六
四
年
デ
ン
マ
ー
ク
七
国
に
帰
属
。
一
八
六
ヒ
年
プ
ロ
イ
セ
ン
王
国
に
帰
属
。
一
九
四
五
年
一
一
月
空
襲
に
よ
り

全
壊
し
た
市
内
に
再
建
。
侶
設
立
当
初
イ
エ
ナ
大
学
と
ヘ
ル
ム
シ
ュ
テ
ッ
ト
大
学
を
モ
デ
ル
と
し
た
。
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
公
国
に
属

す
る
キ
ー
ル
は
、
し
ば
ら
く
シ
ュ
レ
ス
ヴ
ィ
ヒ
公
国
と
と
も
に
、
デ
ン
マ
ー
ク
E
国
連
合
に
帰
属
し
て
い
た
が
、
一
八
四
八
年
前
後

の
革
命
の
時
期
に
は
シ
ュ
レ
ス
ヴ
ィ
ヒ
・
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
独
立
運
動
の
拠
点
と
な
っ
た
．
、
と
く
に
法
学
部
と
哲
学
部
史
学
科
が
中

心
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
、
そ
の
両
分
野
が
地
域
に
根
ざ
し
た
独
白
の
研
究
と
教
育
に
専
念
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
現
在
は
シ
ュ

レ
ス
ヴ
ィ
ヒ
・
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
州
唯
一
の
総
合
大
学
と
し
て
幅
広
い
分
野
を
カ
バ
ー
し
て
い
る
。
⑩
野
民
古
コ
o
〔
∋
昌
P
殉
乞
o
＝

廿
⑦
ぬ
⑦
「
⊆
国
〉
°
o
っ
合
日
己
7
×
自
昌
ψ
・
o
∋
§
9
』
蒔
○
さ
㌻
ミ
e
べ
、
ミ
ヘ
ミ
ミ
侭
⇔
ミ
§
ヘ
ミ
a
ヘ
ミ
↑
弓
N
°
Z
巴
日
巴
目
ψ
・
け
窪
口
0
9
（
○
①
゜
・
ひ
巨
9
け
而
ユ
2

0
庁
ユ
゜
。
冨
日
－
≧
げ
田
ひ
言
゜
・
－
ご
邑
く
2
u
・
＝
警
匿
而
一
宗
Φ
U
－
一
Φ
Φ
⑰
ご
o
O
°
吉
∋
N
・
）
国
巳
合
O
O
宮
ぎ
堕
○
窃
ヘ
ミ
ら
ミ
、
心
ミ
さ
さ
江
腸
き
§
寒
●
ミ
、
ミ

」
◎
8
－
」
℃
合
゜
之
①
已
∋
己
コ
ω
冨
叶
一
Φ
Φ
切
゜
（
○
①
゜
り
〇
三
〇
ゴ
［
6
牛
6
叶
ひ
庁
ユ
切
江
①
づ
－
〉
冒
目
6
否
古
［
°
り
－
d
邑
く
o
『
臼
り
［
庄
｛
×
完
一
一
Φ
Φ
口
］
°
㊤
O
P
じ
O
匹
゜
⇔
一
∋
］
°
°
）
○
÷
ざ
乏
ざ
苧

』
せ
§
e
辛
9
誉
這
ミ
§
き
㌻
寒
義
§
ミ
ー
§
亀
芯
誉
切
§
頗
ミ
§
§
嵩
き
ミ
§
§
8
×
、
こ
℃
℃
N
＼
毘
民
①
二
8
べ
柴
田
隆
行
「
シ
ユ

タ
イ
ン
の
社
会
と
国
家
』
御
茶
の
水
書
．
房
、
二
〇
〇
六
年
．
、

（．

縺
j
　
ケ
ル
ン
大
学
e
完
ご
巨
く
㊦
「
ω
言
⇔
〆
巳
コ
）
見
一
国
際
化
を
目
指
し
て
整
備
さ
れ
た
大
学
で
、
学
生
の
約
一
割
が
外
国
か
ら
の
学

生
で
あ
り
、
教
員
や
研
究
者
も
多
く
、
ま
た
各
国
の
・
E
要
大
学
と
協
定
を
結
ん
で
学
術
交
流
を
重
ね
て
い
る
。
冶
一
一
一
、
八
八
年
教
皇

ウ
ル
バ
ヌ
ス
六
世
に
よ
り
創
立
。
、
七
九
八
年
閉
鎖
。
一
九
三
四
年
再
建
，
、
、
九
π
四
年
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン

州
立
大
学
と
な
る
。
学
生
数
は
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
で
最
大
。
⑯
・
b
芯
き
ミ
ミ
ミ
ミ
這
ミ
こ
§
ミ
ミ
㌻
ミ
§
○
ミ
簗
鶯
き
ぶ
○
～
ミ
§
⇔
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8
N
ミ
ヘ
ヨ
，
斗
ミ
寒
㌻
↑
＝
「
°
・
σ
q
°
＜
8
≧
亘
①
詳
N
ぎ
日
隅
∋
①
§
°
e
o
①
巳
［
ロ
声
Φ
o
。
Φ
゜

（．

t）

@
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
大
学
（
〇
一
6
ご
己
く
6
呂
庄
↑
9
0
N
一
σ
q
）
　
④
「
一
、
文
化
的
伝
統
の
育
成
。
二
、
研
究
と
教
育
の
指
導
、
資
格
認

定
、
競
争
の
促
進
。
．
．
．
、
自
山
な
学
問
と
文
化
の
場
の
確
保
。
目
的
に
縛
ら
れ
ず
に
問
い
経
験
を
重
ね
ら
れ
る
こ
と
。
四
、
教
ム
ー
－
と

研
究
の
国
際
協
力
。
五
、
フ
ン
ボ
ル
ト
精
神
に
基
づ
く
研
究
と
教
育
の
統
一
，
六
、
生
涯
教
育
へ
の
挑
戦
。
七
、
批
判
的
能
力
が
あ

り
寛
容
な
人
間
の
育
成
．
八
、
国
際
性
、
世
界
に
開
か
れ
て
い
る
こ
と
、
文
化
的
伝
統
と
寛
容
の
育
成
．
」
⑥
、
四
〇
九
年
一
、
，
月

二
日
教
皇
ア
レ
キ
サ
ン
デ
ル
五
世
が
プ
ラ
ハ
大
学
よ
り
ド
イ
ツ
人
学
生
と
教
授
を
招
い
て
創
立
。
一
九
五
三
年
ド
イ
ツ
民
主
共
和
国

の
も
と
で
カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
人
学
と
改
名
。
，
九
九
一
年
大
学
名
を
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
大
学
に
．
戻
す
．
現
在
は
ザ
ク
セ
ン
州
立
、
δ

ド
イ
ツ
伝
統
校
の
一
つ
で
あ
っ
た
が
、
旧
東
独
時
代
を
経
て
停
滞
し
た
。
現
在
再
び
東
部
ド
イ
ツ
の
中
心
的
大
学
と
し
て
活
動
を
始

め
て
い
る
．
哲
学
者
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
大
き
な
銅
像
が
大
学
の
人
文
輻
義
を
象
徴
し
て
い
る
が
、
現
在
は
理
「
系
の
研
究
に
力
を
人

れ
て
い
る

（
　
）
　
マ
イ
ン
ツ
大
学
（
ヨ
ハ
ネ
ス
・
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
大
学
甘
9
日
而
切
－
○
已
窪
σ
隅
ぬ
と
巨
く
隅
④
言
古
ζ
①
日
N
）
　
4
マ
イ
ン
ツ
は
大
司
教
座

が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
影
響
ド
に
あ
る
。
6
一
四
七
六
年
教
皇
シ
ク
ス
ト
ゥ
ス
四
世
が
マ
イ
ン
ツ
大
司
教
デ
ィ

ー
タ
ー
・
フ
ォ
ン
・
イ
ー
ゼ
ン
ブ
ル
ク
に
大
学
成
立
の
勅
令
。
一
五
六
一
年
反
宗
教
改
革
を
前
面
に
掲
げ
る
、
一
九
七
〇
年
ラ
イ
ン

ラ
ン
ト
・
プ
フ
ァ
ル
ツ
大
学
令
、
⑤
印
刷
革
命
の
代
表
者
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
の
町
と
し
て
知
ら
れ
、
文
献
学
を
中
心
に
組
織
さ
れ
て

い
る
。

（．

j
　
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
大
学
〔
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
大
学
O
完
勺
≧
［
℃
言
－
ご
巨
く
隅
ω
＝
餌
［
ζ
碧
σ
烏
ぴ
q
）
　
④
福
音
主
義
の
立
場
に
立
ち
、
「
ヘ
ッ
セ

ン
教
区
民
に
神
の
御
．
［
葉
と
教
え
を
伝
え
、
正
し
い
助
三
口
の
で
き
る
人
材
の
養
成
」
が
創
設
の
趣
旨
。
の
ち
人
文
ド
義
や
啓
蒙
主
義

を
採
川
．
6
方
伯
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
大
胆
公
が
．
五
．
．
七
年
L
月
．
日
ド
イ
ツ
最
初
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系
大
学
と
し
て
設
立
。
　
．
六
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〇
四
年
オ
ー
バ
ー
ヘ
ッ
セ
ン
分
裂
、
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
の
ヘ
ッ
セ
ン
・
カ
ッ
セ
ル
帰
属
に
従
い
大
学
は
改
革
派
に
。
一
六
一
四
年
ふ
た

た
び
ル
タ
ー
派
。
、
六
κ
○
～
五
三
年
、
二
．
○
年
戦
争
の
結
果
大
学
閉
鎖
、
。
、
六
五
．
、
、
年
方
伯
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
四
世
に
よ
り
復
興
。

一
七
二
二
～
四
〇
年
啓
蒙
主
義
哲
学
者
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
ヴ
ォ
ル
フ
在
任
、
「
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
大
学
全
盛
時
代
」
と
言
わ
れ
る
。

．
八
〇
六
年
ヘ
ッ
セ
ン
選
定
侯
殺
さ
れ
フ
ラ
ン
ス
支
配
。
一
八
六
六
年
プ
ロ
イ
セ
ン
領
と
な
る
。
、
九
四
κ
値
－
九
月
一
κ
1
1
戦
争
に

よ
る
破
壊
の
な
か
大
学
再
建
。
一
九
ヒ
○
年
ヘ
ッ
セ
ン
州
の
大
学
法
改
訂
に
よ
り
大
幅
改
組
し
、
従
来
の
五
学
部
が
二
一
学
科
に
な

っ
た
．
⑩
＝
Φ
「
日
き
白
＝
o
汀
①
言
六
F
o
カ
一
⑦
ぬ
叶
完
○
〉
°
×
器
巨
而
5
▽
芯
さ
～
～
へ
暮
㍗
9
篭
ミ
誘
心
ミ
患
§
さ
ミ
ぶ
」
亀
N
」
e
N
き
ミ
§
ヘ
ミ
§
句

ヘ
ミ
ミ
簿
留
ミ
ら
ミ
、
（
」
e
N
」
O
o
爪
爪
）
°
b
民
S
ミ
O
a
へ
惑
ミ
ミ
守
ミ
薩
6
こ
○
。
念
ざ
肉
ヘ
ミ
ミ
ミ
災
這
ミ
ミ
鶯
ぶ
ζ
①
叶
げ
ξ
σ
q
」
Φ
賠
＝
Φ
ぺ
）
°
ご
庄
o
古

Q
り
［
而
σ
q
曽
b
民
○
㌫
〔
ミ
ヘ
ミ
肉
心
ミ
さ
～
～
8
忘
ミ
㌻
ミ
ミ
ミ
さ
ベ
ヘ
ミ
さ
ヘ
ミ
ミ
ミ
ぎ
侭
§
ボ
＼
e
N
ミ
句
」
℃
さ
゜
忌
曽
ひ
⊆
巨
ぴ
q
」
⑰
゜
。
°
。
°
小
倉
欣
一
「
マ
ー
ル

ブ
ル
ク
大
学
の
創
設
　
ド
イ
ツ
大
学
の
伝
統
と
革
新
」
『
井
上
円
r
セ
ン
タ
ー
年
報
一
第
．
一
ロ
ゲ
、
一
九
九
二
．
年
。
ジ
ー
ク
著
、
井
ヒ

円
．
ー
セ
ン
タ
ー
大
学
史
部
会
訳
「
大
学
と
哲
学
　
　
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
人
学
の
哲
学
史
』
理
想
社
、
一
九
九
七
年
。

（．

D
．
．
）
　
ミ
ュ
ン
ヒ
ェ
ン
大
学
（
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
マ
キ
シ
ミ
リ
ア
ン
ス
大
学
O
完
［
已
ユ
言
σ
q
－
ζ
①
×
日
≡
き
④
－
d
己
く
隅
゜
－
｛
感
［
忌
芦
合
而
o
）
　
ぴ

「
宗
教
改
革
と
ド
イ
ツ
人
文
主
義
」
「
啓
蒙
と
ロ
マ
ン
主
義
」
．
⑥
・
、
四
七
二
年
バ
イ
エ
ル
ン
・
ラ
ン
ツ
フ
ー
ト
王
国
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ

公
爵
に
よ
り
、
イ
ン
ゴ
ル
シ
ュ
タ
ッ
ト
人
学
創
立
、
．
八
〇
〇
年
選
定
侯
マ
ッ
ク
ス
四
世
ヨ
ー
ゼ
フ
の
ち
の
マ
キ
シ
ミ
リ
ア
ン
，
世

に
よ
り
、
ラ
ン
ツ
フ
ー
ト
に
移
転
さ
せ
て
、
現
行
名
に
改
称
．
一
八
二
六
年
大
学
を
ミ
ュ
ン
ヒ
ェ
ン
に
移
す
。
現
在
バ
イ
エ
ル
ン
州

立
、
ド
イ
ツ
で
最
も
評
判
が
良
く
人
気
の
あ
る
大
学
で
、
学
生
数
も
多
い
．

（．

l
）
　
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
大
学
（
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
ス
大
学
O
苫
≦
認
§
言
合
。
≦
穿
色
日
゜
・
－
C
巳
く
隅
ω
富
［
ζ
旨
乙
・
9
『
）

臼
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
大
学
と
し
て
設
立
さ
れ
る
．
現
在
は
「
研
究
と
教
育
と
学
習
に
よ
る
科
学
・
技
術
の
振
興
と
発
展
」
「
学
問
的
認

識
と
方
法
の
適
用
と
芸
術
的
造
形
能
力
の
促
進
に
よ
る
職
業
従
事
の
準
備
」
「
科
学
・
技
術
の
後
継
者
養
成
」
「
生
涯
教
育
」
「
国
際

榊一建㍑
事
ー371



協
力
」
を
柱
と
す
る
。
．
6
一
L
八
〇
年
四
月
一
六
H
フ
ユ
ル
ス
テ
ン
ベ
ル
ク
男
爵
フ
ラ
ン
ツ
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
に
よ
り
、
教
皇
と
皇

帝
か
ら
設
立
特
権
を
与
え
ら
れ
て
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
大
学
と
し
て
創
設
．
．
．
．
八
一
八
年
一
〇
月
一
八
日
哲
学
神
学
ア
カ
デ
ミ
ー
に
格
．
ト

げ
．
．
一
九
〇
、
一
年
ヒ
月
一
［
プ
ロ
イ
セ
ン
王
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
ニ
世
に
よ
り
再
建
。
一
九
〇
七
年
現
在
の
大
学
名
に
改
称
。
現
在
ノ
ル

ト
ラ
イ
ン
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
州
立
。
D
甘
。
・
瓜
e
o
9
σ
q
⑦
昌
日
吉
』
～
、
、
ミ
足
ミ
§
さ
s
誉
這
ミ
§
註
§
切
書
へ
§
°
ζ
旨
゜
・
甘
二
q
⊃
『
一
゜

（．

D
万
）
　
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
ク
大
学
（
カ
ー
ル
・
フ
ォ
ン
・
オ
シ
ー
ツ
キ
大
学
C
「
〒
＜
。
〒
○
°
。
°
・
芭
爵
㌣
d
白
巨
氏
筈
法
○
巨
。
口
げ
ξ
σ
q
）
　
④
〔
「
わ
れ

わ
れ
は
知
を
創
造
す
る
。
知
は
未
来
を
創
造
す
る
」
「
社
会
と
学
問
に
お
け
る
新
た
な
理
念
と
発
展
の
た
め
の
公
開
性
」
「
生
涯
学

習
・
女
性
．
平
等
・
地
域
教
育
・
国
際
性
・
持
続
性
」
。
⑥
一
七
九
三
年
三
月
七
日
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
ク
公
爵
ペ
ー
タ
ー
．
フ
リ
ー
ド
リ

ヒ
・
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
が
教
員
養
成
所
設
立
。
　
．
九
一
、
九
年
．
．
、
月
．
一
七
U
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
ク
州
議
会
が
教
育
人
学
設
L
吠
。
　
一
九
七
三
年

一
、
．
月
、
κ
日
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
ク
大
学
創
立
、
現
在
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
州
立
。

（．

d
ニ
　
ロ
ス
ト
ッ
ク
大
学
（
O
苫
⊂
忌
く
隅
ω
富
［
カ
8
9
n
ズ
）
④
．
「
白
律
に
基
づ
く
権
利
」
「
学
習
と
論
争
の
白
由
」
。
・
β
二
四
一
九
年
創

立
．
．
九
八
九
年
、
、
月
ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩
壊
に
よ
り
改
編
。
現
在
メ
ク
レ
ン
ブ
ル
ク
・
フ
ォ
ア
ポ
ン
メ
ル
ン
州
立
。
－
o
勺
①
巳

×
8
［
°
。
否
庁
∋
①
コ
見
q
ミ
ミ
ご
軌
、
ミ
㌔
8
、
o
品
゜
×
O
ヨ
F
綱
［
Φ
ロ
声
㊤
Φ
Φ
゜
二
≦
二
9
三
〇
巳
ω
6
ゴ
①
コ
o
否
古
゜
。
ひ
プ
巳
6
ロ
ロ
O
°
ω
）
］
≦
O
ぴ
q
㊦
コ
≦
色
o

↑
m
宮
日
o
日
已
白
ぬ
6
コ
已
∋
合
而
⑦
日
Φ
＜
爵
宮
プ
Φ
詳
叶
日
ぴ
q
而
p
切
品
廿
宮
①
ご
昌
一
く
①
誘
＝
法
ヵ
o
切
8
6
穴
力
o
°
D
｛
o
村
」
Φ
Φ
《
°

（
L
）
　
ト
リ
ア
大
学
（
O
苫
⊂
巨
く
2
°
・
富
［
∋
」
隅
）
　
一
⑥
二
四
五
五
年
ヤ
ー
コ
ブ
・
フ
ォ
ン
・
ジ
ル
ク
大
司
教
が
教
白
エ
ニ
コ
ラ
ウ
ス
五
世

よ
り
大
学
創
設
の
勅
書
を
得
、
一
四
七
一
．
．
年
設
立
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
時
代
に
閉
鎖
。
再
建
は
、
九
七
〇
年
で
ト
リ
ア
市
立
。
現
在
は
ラ

イ
ン
ラ
ン
ト
・
プ
フ
ァ
ル
ツ
州
立
。
．
．
日
語
文
化
学
、
法
学
、
経
済
学
、
社
会
科
学
、
数
学
、
情
報
科
学
、
地
球
科
学
が
中
心
口
．

（、

D
八
）
　
テ
ユ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
人
学
（
エ
ー
ベ
ル
ハ
ル
ト
・
カ
ー
ル
ス
大
学
O
完
間
σ
①
「
冨
a
大
巴
゜
・
と
己
く
隅
ω
富
［
↓
ま
日
σ
q
。
己
）
　
④
「
伝
統
へ
の

意
識
と
世
界
へ
開
か
れ
て
い
る
こ
と
」
。
⑥
．
．
四
七
L
年
工
ー
ベ
ル
ハ
ル
ト
伯
爵
の
ち
の
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
公
爵
に
よ
り
テ
ユ
ー
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ビ
ン
ゲ
ン
大
学
と
し
て
創
立
。
一
七
六
九
年
現
行
の
大
学
名
に
改
称
．
、
現
在
バ
ー
デ
ン
・
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
州
立
．
、
一
五
三
六
年

創
立
の
福
音
神
学
校
か
ら
は
、
ケ
プ
ラ
ー
の
ほ
か
、
詩
人
の
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
と
メ
ー
リ
ケ
、
哲
学
者
の
へ
ー
ゲ
ル
と
シ
ェ
リ
ン
グ
が

出
て
い
る
。
一
八
〇
五
年
設
立
の
大
学
病
院
、
一
八
六
三
年
開
設
の
狭
義
の
白
然
科
学
部
は
ド
イ
ツ
最
古
．
、

（．

ｳ
）
　
ヴ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
ク
大
学
（
バ
イ
エ
ル
ン
・
ユ
リ
ウ
ス
・
マ
キ
シ
ミ
リ
ア
ン
ス
大
学
O
完
c
。
昌
o
ユ
゜
・
合
①
』
巳
三
白
・
－
忌
①
巴
邑
＝
昌
゜
・
－

ご
邑
く
6
邑
［
腎
≦
烏
N
σ
烏
ぴ
q
）
⑥
二
四
〇
二
年
ヨ
ハ
ン
・
フ
ォ
ン
・
エ
グ
ロ
フ
シ
ュ
タ
イ
ン
が
教
皇
ボ
ニ
フ
ァ
チ
ウ
ス
九
世
よ
り
大
学
創

設
許
可
を
得
る
．
．
五
〇
六
年
閉
鎖
。
一
九
八
二
年
メ
ス
ペ
ル
ブ
ル
ン
領
L
司
教
ユ
リ
ウ
ス
・
エ
ヒ
タ
ー
に
よ
り
再
建
。
一
L
一
、
一
四

年
非
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
へ
。
一
八
一
四
年
再
度
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
へ
，
大
学
名
を
現
行
名
に
改
称
。
現
在
バ
イ
エ
ル
ン
州
立
，

（、

宦j

@
ウ
ィ
ー
ン
大
学
6
苫
ご
日
く
隅
゜
。
言
［
≦
完
旦
　
④
「
支
援
・
透
明
性
・
革
新
・
質
の
確
保
」
「
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
教
育
、
職
業

活
動
準
備
、
質
の
向
ヒ
、
教
育
改
溢
∵
生
涯
学
習
・
後
継
者
養
成
、
学
際
的
・
学
科
超
越
的
研
究
」
。
⑥
二
三
六
五
年
．
．
一
月
一
ニ
ー
ー

ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
公
爵
ル
ド
ル
フ
四
世
が
兄
弟
の
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
三
世
と
レ
オ
ポ
ル
ド
三
世
と
協
力
し
て
大
学
設
立
．
一
七
四
九
年
マ

リ
ア
・
テ
レ
ジ
ア
に
よ
り
改
革
。
⑧
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
方
針
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
支
配
に
長
年
左
右
さ
れ
る
。
現
在
は
オ
ー
ス
ト
リ

ア
の
中
心
的
大
学
と
し
て
世
界
各
国
の
大
学
と
協
定
を
結
び
留
学
生
を
受
け
入
れ
て
い
る
。
あ
る
意
味
で
は
そ
れ
が
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク

家
の
精
神
と
も
、
，
．
．
口
え
る
、

三
　
建
学
の
粘
神
と
哲
学

　
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
「
建
学
の
精
神
」
と
か
「
理
念
」
を
具
体
的
か
つ
簡
潔
に
掲
示
し
て
い
る
大
学
は
ド
イ
ッ
で
は
少
な

い
。
「
研
究
と
教
ム
ー
－
と
学
習
に
よ
り
科
学
・
技
術
の
振
興
と
発
展
に
寄
与
す
る
」
と
銘
打
っ
た
大
学
が
い
く
つ
か
あ
る
が
、
こ
れ
は

そ
の
大
学
な
ら
で
は
の
理
念
と
い
う
よ
り
も
大
学
一
般
の
使
命
を
確
認
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
と
言
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
「
教

桝ぶ㌍
h
－
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育
と
研
究
の
．
致
」
と
い
う
標
語
は
、
い
ま
で
こ
そ
当
然
の
こ
と
と
し
て
受
け
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
一
八
．
○
年
の
ベ
ル
リ

ン
人
学
創
設
ま
で
そ
れ
は
必
ず
し
も
白
明
と
は
言
え
な
か
っ
た
。
ベ
ル
リ
ン
大
学
で
も
、
「
全
面
的
な
人
文
主
義
的
教
養
」
と
い
う

い
わ
ゆ
る
フ
ン
ボ
ル
ト
精
神
が
普
及
す
る
に
は
一
定
の
時
間
を
要
し
た
。
大
学
に
お
け
る
教
育
の
充
実
を
目
指
し
た
イ
ギ
リ
ス
の
名

門
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ド
人
学
で
も
、
学
寮
長
エ
ド
ワ
ー
ド
・
コ
プ
ル
ス
ト
ン
や
ヘ
ン
リ
ー
・
ニ
ュ
ー
マ
ン
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ハ
ミ
ル
ト

ン
と
い
っ
た
人
た
ち
に
よ
る
改
革
が
行
わ
れ
た
の
は
．
九
世
紀
半
ば
か
ら
で
あ
っ
た
（
小
泉
一
太
郎
『
．
九
世
紀
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ド
大

学
の
教
育
と
学
問
』
近
代
文
芸
社
、
一
．
○
○
ヒ
年
参
照
）
。

　
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
大
学
の
「
研
究
と
教
育
と
学
習
の
、
構
成
1
1
に
よ
る
共
同
作
業
」
と
い
う
表
現
も
興
味
深
い
。
こ
れ
も
当
然

と
、
言
え
ば
そ
れ
ま
で
だ
が
、
あ
え
て
「
共
同
作
業
」
と
言
う
と
こ
ろ
に
こ
の
大
学
の
独
自
性
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン

人
学
は
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
を
多
く
輩
出
し
て
い
る
大
学
で
あ
る
が
、
そ
の
理
念
に
「
基
礎
研
究
の
た
め
の
」
と
い
う
：
．
口
が
入

っ
て
い
る
点
に
そ
の
秘
訣
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
、
成
果
が
1
1
に
見
え
る
研
究
に
ば
か
り
予
算
配
分
を
多
く
し
よ
う
と
い
う
昨
今

の
n
本
の
大
学
行
政
で
は
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
級
の
研
究
は
む
し
ろ
遠
ざ
か
る
一
方
で
あ
ろ
う
。
ベ
ル
リ
ン
工
科
大
学
の
「
人
文
主
義
」

も
、
ド
イ
ツ
人
学
の
精
神
を
引
き
継
ぐ
も
の
と
ぼ
え
る
．
他
方
、
川
東
ド
イ
ツ
に
属
し
、
し
か
も
ド
イ
ツ
北
西
端
に
位
置
す
る
グ
ラ

イ
フ
ス
ヴ
ァ
ル
ト
大
学
が
「
研
究
成
果
の
実
践
と
利
用
」
を
理
念
に
掲
げ
て
い
る
の
は
、
他
に
後
れ
を
と
る
ま
い
と
す
る
焦
り
の
よ

う
な
も
の
が
感
じ
ら
れ
る
。
同
じ
く
旧
東
ド
イ
ツ
に
属
し
た
イ
エ
ナ
大
学
も
、
．
八
世
紀
半
ば
ま
で
は
名
門
で
あ
っ
た
が
、
現
在
こ

れ
と
い
っ
た
特
徴
を
ま
だ
見
出
せ
て
い
な
い
よ
う
に
5
1
受
け
ら
れ
る
．
イ
エ
ナ
に
近
い
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
大
学
も
、
「
資
格
認
定
」
や

「
競
争
の
促
進
」
「
生
涯
教
育
」
な
ど
を
掲
げ
て
旧
体
制
の
打
破
を
目
指
し
て
い
る
が
、
か
つ
て
栄
華
を
誇
っ
た
「
文
化
的
伝
統
」
を

生
か
し
、
「
寛
容
な
精
神
の
育
成
」
を
同
時
に
掲
げ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
い
く
ば
く
か
の
精
神
的
余
裕
が
見
ら
れ
る
。

　
「
真
理
を
真
理
自
身
の
た
め
に
」
と
か
「
自
律
と
自
由
」
と
か
と
い
っ
た
標
語
は
、
教
授
と
学
生
の
自
治
組
織
と
し
て
展
開
さ
れ
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た
大
学
に
と
っ
て
基
本
中
の
基
本
で
あ
る
と
し
て
も
、
ベ
ル
リ
ン
n
山
大
学
で
そ
れ
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
背
景
と
し
て
、
い
ず
れ
壁

に
よ
っ
て
隔
て
ら
れ
る
ベ
ル
リ
ン
の
熾
烈
な
闘
い
を
見
な
け
れ
ば
表
面
的
理
解
に
と
ど
ま
る
で
あ
ろ
う
。
ま
さ
し
く
「
自
由
に
自
己

主
張
す
る
意
志
の
尊
重
」
が
な
け
れ
ば
大
学
そ
の
も
の
が
存
立
し
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ボ
ン
大
学
の
「
ド
イ
ツ
基
本
法
で
保
証

さ
れ
た
自
由
に
基
づ
く
」
と
い
う
標
語
も
注
日
に
値
す
る
，
ボ
ン
は
一
九
九
九
年
ま
で
旧
西
ド
イ
ツ
の
首
都
で
あ
り
、
再
統
一
後
も

通
用
し
て
い
る
ド
イ
ツ
基
本
法
は
ボ
ン
で
制
定
さ
れ
、
ボ
ン
基
本
法
と
も
呼
ば
れ
た
こ
と
へ
の
こ
だ
わ
り
を
こ
こ
に
見
る
こ
と
が
で

き
る
。
「
世
界
に
開
か
れ
た
、
自
山
な
、
信
仰
と
信
条
」
と
い
う
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
ア
ム
・
マ
イ
ン
の
ゲ
ー
テ
大
学
の
標
語
も
興

味
深
い
．
、
他
大
学
の
多
く
は
研
究
と
教
育
の
自
由
を
掲
げ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
こ
こ
で
信
仰
の
自
由
が
謳
わ
れ
て
い
る
の
は
、
先

に
言
及
し
た
よ
う
に
、
多
数
存
在
す
る
ユ
ダ
ヤ
教
徒
を
意
識
し
て
の
こ
と
か
と
思
わ
れ
る
。
ド
イ
ツ
最
占
の
大
学
で
あ
る
ハ
イ
デ
ル

ベ
ル
ク
大
学
が
早
く
か
ら
「
近
隣
諸
国
の
利
便
と
幸
福
」
を
白
国
の
臣
民
と
並
べ
て
掲
げ
て
い
る
点
も
、
そ
の
精
神
の
崇
高
さ
を
感

じ
さ
せ
る
。

　
哲
学
を
建
学
の
精
神
に
掲
げ
る
ハ
レ
大
学
は
、
一
八
世
紀
末
ま
で
北
ド
イ
ツ
の
諸
大
学
の
模
範
と
さ
れ
、
ま
さ
に
「
宗
教
改
革
と

人
文
主
義
的
研
究
の
拠
点
」
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
「
哲
学
す
る
こ
と
の
自
由
」
は
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
「
神
学
・
政
治

論
』
（
．
六
」
O
年
）
で
知
ら
れ
る
。
ス
ピ
ノ
ザ
は
、
．
六
六
五
年
の
九
月
頃
に
書
い
た
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
ク
宛
の
書
簡
で
「
哲
学
す
る

こ
と
の
自
由
な
ら
び
に
思
考
す
る
こ
と
を
三
口
う
自
由
」
に
、
口
及
し
「
こ
の
自
由
を
私
は
あ
ら
ゆ
る
手
段
で
擁
護
し
た
い
」
と
官
三
口

し
、
そ
の
た
め
の
著
作
と
し
て
バ
神
学
・
政
治
論
』
を
歓
筆
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
「
「
当
地
で
は
説
教
僧
た
ち
の
過
度
の
勢
力

と
厚
か
ま
し
さ
の
た
め
に
、
こ
の
自
由
が
い
ろ
い
ろ
な
風
に
抑
圧
さ
れ
て
い
る
」
と
付
．
［
し
て
い
る
（
書
簡
番
号
一
．
一
〇
、
畠
中
尚
志

訳
）
。
『
神
学
・
政
治
論
」
の
副
題
は
「
聖
書
の
批
判
と
．
ぼ
論
の
自
由
」
で
あ
る
．
こ
こ
で
ス
ピ
ノ
ザ
は
、
哲
学
の
目
的
は
真
理
の
み

で
あ
る
と
し
、
「
信
仰
は
各
人
に
哲
学
す
る
た
め
の
最
高
の
自
由
を
認
め
る
、
こ
の
た
め
各
人
は
す
べ
て
の
こ
と
に
つ
い
て
、
神
を
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冒
漬
す
る
こ
と
な
し
に
、
自
分
の
欲
す
る
ま
ま
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
」
（
第
一
四
章
、
工
藤
喜
作
訳
）
と
書
い
た
。
用
心
の
た
め

匿
名
と
し
出
版
社
も
偽
っ
た
が
、
こ
の
本
は
一
六
L
、
一
年
七
月
一
九
日
の
告
示
で
禁
書
と
さ
れ
た
、
ス
ピ
ノ
ザ
は
未
刊
と
な
っ
た
最

晩
年
の
著
作
で
国
家
の
権
利
に
つ
い
て
論
じ
、
「
最
」
の
国
家
は
、
信
仰
が
各
人
に
許
容
し
て
い
る
と
わ
れ
わ
れ
が
示
し
た
と
同
じ

よ
う
な
、
哲
学
す
る
自
山
を
許
容
し
て
い
る
こ
と
を
疑
う
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
」
（
第
．
．
○
章
、
工
藤
喜
作
訳
）
と
述
べ
、
宗

教
的
・
政
治
的
弾
圧
に
抗
し
て
哲
学
の
自
由
を
最
後
ま
で
貫
き
通
そ
う
と
し
た
．
、
こ
の
「
哲
学
す
る
自
由
」
を
実
際
に
闘
っ
た
の
が

ハ
レ
大
学
の
啓
蒙
哲
学
者
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
ヴ
ォ
ル
フ
で
あ
っ
た
、
、
ヴ
ォ
ル
フ
は
敬
慶
ヒ
義
者
と
の
闘
い
に
敗
れ
、
い
っ
た
ん
マ

ー
ル
ブ
ル
ク
大
学
に
移
籍
す
る
が
、
啓
蒙
専
制
君
主
と
呼
ば
れ
る
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
大
王
の
も
と
一
七
四
〇
年
に
プ
ロ
イ
セ
ン
の
ハ
レ

大
学
に
復
帰
し
た
。
「
哲
学
す
る
白
山
」
の
問
題
に
学
問
的
に
取
り
組
ん
だ
の
は
カ
ン
ト
で
あ
る
。
カ
ン
ト
は
，
ヒ
九
八
年
に
『
諸

学
部
の
争
い
』
を
公
刊
し
、
神
学
部
・
法
学
部
・
医
学
部
と
い
う
従
来
い
わ
ゆ
る
ヒ
級
学
部
に
対
し
て
ド
級
学
部
と
い
わ
れ
る
哲
学

部
の
独
自
性
を
み
ず
か
ら
の
理
性
批
判
に
よ
っ
て
対
置
し
、
学
部
の
上
ド
関
係
の
克
服
を
目
指
し
た
。
神
学
部
と
法
学
部
に
対
す
る

争
い
は
、
カ
ン
ト
が
実
際
に
公
表
禁
止
処
置
を
科
せ
ら
れ
た
問
題
に
つ
い
て
の
論
争
文
で
あ
る
。
同
時
に
そ
れ
は
、
哲
学
部
こ
そ
が

大
学
に
お
い
て
唯
一
国
家
や
宗
教
そ
の
他
の
権
力
か
ら
独
立
し
て
理
性
の
白
己
立
法
に
従
う
も
の
で
あ
る
こ
と
を
官
三
口
す
る
も
の
で

あ
っ
た
、

　
東
洋
大
学
は
、
井
上
円
了
に
よ
る
哲
学
館
創
立
以
来
、
「
諸
学
の
基
礎
は
哲
学
に
あ
り
」
と
し
、
哲
学
的
に
万
物
の
原
理
を
探
る

と
同
時
に
そ
れ
を
万
物
に
適
川
し
う
る
能
力
を
養
う
こ
と
を
建
学
の
精
神
と
し
て
い
る
。
だ
が
具
体
性
に
欠
け
る
の
が
東
洋
大
学
の

現
状
で
あ
る
．
こ
れ
を
打
破
す
る
に
は
い
く
つ
か
の
方
法
が
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
こ
れ
ま
で
検
討
し
て
き
た
こ
と
が
ら
か
ら

原
理
的
な
方
法
を
一
つ
提
．
、
小
し
た
い
。

　
か
つ
て
井
L
円
了
と
と
も
に
学
び
哲
学
館
創
設
に
力
を
貸
し
て
く
れ
た
清
沢
満
之
を
創
立
者
と
し
て
仰
ぐ
大
谷
大
学
の
第
．
，
、
．
．
代
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学
長
与
川
俊
昭
氏
は
、
一
九
じ
四
年
「
清
沢
満
之
と
真
宗
大
学
」
と
い
う
小
論
で
つ
ぎ
の
よ
う
に
書
い
た
・
「
学
問
と
は
、
限
り
な

い
探
究
の
精
神
で
あ
ろ
う
、
と
す
れ
ば
学
問
す
る
精
神
は
、
い
わ
ゆ
る
学
問
す
る
そ
の
こ
と
を
も
、
．
つ
の
問
と
し
て
問
う
て
い
か

ね
ば
な
ら
な
い
。
一
人
の
人
間
と
し
て
の
自
己
と
い
う
存
在
の
要
求
は
、
い
わ
ゆ
る
学
問
的
要
求
よ
り
も
も
っ
と
深
い
筈
で
あ
る
。

学
問
す
る
こ
と
が
、
自
己
と
い
う
存
在
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
つ
の
か
。
学
問
す
る
こ
と
を
も
突
破
し
て
、
学
問
す
る
こ

と
白
体
、
あ
る
い
は
生
に
お
け
る
学
問
の
意
義
を
も
問
い
、
更
に
究
極
的
に
は
白
己
の
牛
そ
の
も
の
の
意
味
を
問
う
て
い
く
学
の
精

神
、
そ
こ
に
仏
教
の
確
立
し
た
学
、
す
な
わ
ち
学
道
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。
清
沢
先
生
は
こ
の
よ
う
な
意
味
で
の
学
道
を
、
真
宗
大

学
の
学
生
に
期
待
し
た
の
で
あ
っ
た
」
（
『
大
谷
大
学
百
年
史
資
料
編
』
六
、
．
、
頁
よ
り
重
引
）
。
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ア
と
い
う
言
葉
を
造

っ
た
ソ
ク
ラ
テ
ス
以
来
、
哲
学
は
自
己
回
帰
性
を
不
可
欠
の
条
件
と
す
る
が
、
寺
川
氏
は
こ
れ
を
「
一
人
の
人
間
と
し
て
の
自
己
と

い
う
存
在
の
要
求
」
と
．
．
口
い
換
え
、
そ
こ
に
「
仏
教
の
確
、
M
し
た
学
、
す
な
わ
ち
学
道
」
の
原
点
を
見
る
。
そ
れ
こ
そ
が
物
質
文
明

に
目
を
奪
わ
れ
た
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
つ
ね
に
思
い
起
こ
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
り
、
清
沢
満
之
が
求
め
た
道
も
ま
た

こ
れ
で
あ
っ
た
と
バ
う
の
で
あ
る
。
大
学
が
学
問
を
す
る
場
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
学
的
知
識
を
吸
収
し
、
ま
た
み

ず
か
ら
そ
れ
を
創
出
す
る
場
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
学
問
的
要
求
を
満
た
し
た
と
は
言
え
な
い
．
、
寺
川
氏
が

言
う
よ
う
に
、
学
問
そ
れ
自
体
の
意
義
が
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
そ
の
意
味
で
学
問
の
営
み
に
と
っ
て
み
ず
か
ら
を
問
う
哲

学
は
不
可
欠
と
言
え
る
が
、
だ
か
ら
と
言
っ
て
哲
学
が
例
外
的
に
特
権
的
、
立
場
に
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
哲
学
に
お
い
て
も
同
様
の

こ
と
が
、
、
日
え
る
か
ら
で
あ
る
．
ド
イ
ツ
の
諸
大
学
は
、
建
学
の
精
神
や
理
念
を
標
語
に
掲
げ
る
こ
と
よ
り
も
、
み
ず
か
ら
の
歩
み
の

な
か
に
そ
れ
を
位
置
づ
け
検
証
す
る
こ
と
を
重
ん
じ
る
．
．
ド
イ
ツ
諸
大
学
に
見
ら
れ
る
「
研
究
と
教
育
の
一
致
」
や
「
自
律
と
自

由
」
「
哲
学
す
る
こ
と
の
自
由
」
等
々
の
標
語
は
い
ず
れ
も
政
治
権
力
や
宗
教
権
力
と
の
熾
烈
な
闘
い
の
な
か
で
勝
ち
取
ら
れ
て
き

た
も
の
で
あ
る
。
東
洋
大
学
は
、
哲
学
を
建
学
の
精
神
に
掲
げ
る
以
上
、
た
ん
に
万
物
の
原
理
の
探
究
と
そ
の
万
物
へ
の
応
用
を
目
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指
す
だ
け
で
は
な
く
、
学
問
そ
れ
自
体
の
意
義
を
問
う
学
問
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
を
行
う
に
は
、
ド
イ
ツ
諸
大
学
の
よ

う
に
み
ず
か
ら
を
歴
史
の
な
か
で
き
ち
ん
と
検
証
す
る
こ
と
、
理
念
を
掲
げ
る
前
に
み
ず
か
ら
の
足
跡
を
学
問
的
に
位
置
づ
け
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
ぬ
き
に
い
く
ら
耳
に
聞
こ
え
の
よ
い
文
句
を
並
べ
て
も
底
が
知
れ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
諸
大
学
で
大

学
史
研
究
が
熱
心
に
行
わ
れ
膨
大
な
資
料
と
研
究
業
績
が
積
み
前
ね
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
、
1
1
本
の
大
学
、
少
な
く
と
も
哲
学
を
建

学
の
精
神
に
掲
げ
る
東
洋
大
学
は
、
見
習
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．
、
そ
の
た
め
に
は
井
上
円
了
記
念
学
術
セ
ン
タ
ー
の
機
能
が
い
っ

そ
う
強
化
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。
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